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1．．総合相談支援業務  

2．権利擁護業務  

（1）．困難・高齢者虐待相談状況  

平成18年度  平成19年度  

（4月～12月）   

虐 待   32件   41件   

困 難   52件   61件   

相談件数は増加し、内容も精神疾患、アルコール依存  

困窮、家族関係トラフ●ルが絡む多問題世帯が増加  
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セ）高齢者虐待ケ÷ズ会議（年4   

鹿戌メシ・iトlよヾ医師会、垂剤師套、高岡看護啄議会J海＝神保鍵桓  

庭土会ニ療謹支援車内畠協会」社会福祉士全て」民生恵良」嘗棄ご二法         蕗 

息㌧デイサ÷ビ未知祭二ベルパ⊥銀章め総奉行政歯痛春草  時  

平成18年度  平成19年度   

≡こ 7≡  

期待される役割を    提供し、事例検討  
内   

事を由らかにして  

共通理解する。  

平成18年度   平成19年度   

○地域連携意見交換  ○地域連携意見交  

会3回（ケアプラン作成  換会2回（精神科  

内 容            連絡票作成）   の相談員追加）  

○主治医との連携   03地区で事例検討  

（連携タイムの作成）  会の立ち上げ   
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3．包括的・継続的ケアマネジメント支援業務   

身近な町内単位の見守りネットワーク協議会の開催  

平成18年度   平成19年度   

○学習、根回し  メン′〈－  

と準備時期と  町内会長、町内役員、民生  
内 容            した。   委員、保健推進員、地区社  

協等、事務局は、各生活圏  
域担当在介センターが担当   

02‾3ケ脂甲町る、協議会が9町内で甜できたq  
！  

4．介護予防ケアマネジメント業務   

（1）特定高齢者・通所型介護予防事業参加実績  

平成18年度   平成19年度  

（4月～12月）   

定高齢者   63人   984人15．6倍   

動器向上  13人   18人   

の通所型  

護予防事  

参加者  
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（2）要支援1．2プラン作成件数  

平成20年1月末現在   

委託事業所  
（委託率）   4 

包括支援セン  

ター   371   

見込み件数が大幅に下回る予想（19年度計画1400件）  
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包括支援センターがこれから目  

指すもの  

地域包括支援体制の実現⇒  
高齢者が安心して暮らせる、地域力を活かした  
まちづくり  

○介護予防の視点にたった取り組み  

○地域の社会資源の把握と開発⇒受け皿づくり  

○委託の場合、行政の担当課に専門職を配置し  
て、支援体制を整える。  
○地域のネットワークづくり  

○市民に頼られる地域包括支援センター  
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